
　

　7 月下旬に埼玉県内で発生した痛ましいプール死亡事故は，プールの安全管理を再考す
るきっかけとなった．安全管理すべき市役所はプール管理を委託下請けに，監視員はアル
バイトで安全研修も実施していない，所轄省庁は定型的な安全管理の通達を送付するのみ
で，その安全実施の確認は行っていなかった，との報道に愕然とした．「誰かが安全を確
認しているだろう」という思い込みの連鎖が事故に繋がったと思う．まさにプールサイド
から行政機関までの領域において安全第一とした連携は存在していなかったといえる．
　さて本特集は「理学療法と連携」である．本来，医学的リハビリテーションは，リハビ
リテーションの理念をもとに，各専門家が継続性のあるチームアプローチを重ねてきた領
域であるが，昨今の医療制度，介護保険制度の改正で，医療から在宅生活支援までを包括
した連携構築が一段と強く求められている．しかしながら，在宅生活に向けた連携となれ
ば地域支援スタッフは多様であるだけに，その調整力がポイントとなる．ややもすれば医
療側からの一方向のアプローチに陥ったり，受け手側である地域支援スタッフが求めるも
のと乖離していたりして，まだ理想的な双方向性の地域・医療連携の形は完成していると
は言いがたい．
　飯島論文では，リハビリテーション領域における連携について概説され，地域連携クリ
ティカルパスの紹介，医療機関や施設の機能分化の意義とコストとの関連について論じて
いただいた．内田論文では，急性期病院を中心とした地域医療連携のあり方や理学療法士
病診連携会議の活動を詳述していただいた．島村論文では，回復期リハ病棟から維持期へ
のソフトランディングの見極めを ICF で検証され，また退院時サマリーの例示は情報共有
として大変参考になる．小笠原論文では，介護老人保健施設と地域生活支援に向けた連携
強化には，熟達したスタッフを連携マネジャーとして配置するシステムを，また隆島論文
では，自立した在宅生活支援プロセスについて事例を通して解説し，今後，障害者自立支
援法を視野に入れた連携の必要性を強調している．各執筆者のひた向きな連携構築のため
の努力が伝わってくる論文である．
　入門講座「ベッドサイドの患者評価」では，急性期の脳血管障害・脳外傷患者のリスク
管理に配慮した評価とそのポイント，さらに脳画像の読み方まで解説されており，すぐに
役立つ内容である．講座「福祉工学の最前線」では，ICF と福祉機器との関係，障害者自
立支援法や介護保険制度との関連性にも触れられ，最前線の情報が満載されている．
　バンクーバーで開催される第 15 回世界理学療法学会の抄録作成に汗を流されている方
も多いかと思いますが，世界レベルの理学療法連携を目指しましょう．

（鶴見隆正）
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